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研究成果の概要（和文）：昭和四〇年代は、ベンチャーズやビートルズという欧米のポピュラー音楽グループの影響に
よって、日本にザ・タイガースを初めとするグループサウンズという音楽ブームが発生し社会を席巻した。この日本に
おけるロック音楽の先駆的時期に焦点を据えることで、現代の民衆史として高度経済成長期の大衆社会としての日本社
会の文化的理解の把握を深めることが出来た。特に、社会を知的側面から理解する従来の学問に対して、情動や感情の
側面から理解を深められたことは大きな成果であった。

研究成果の概要（英文）：In 1960s' Japan, there emerged the cultural and social movement of the popular 
music, "Group Sounds" like The Tigers, which was influenced by Western Rock music like Ventures and 
Beatles.Focusing on this period preceding to "Rock Music," it can be possible to comprehend the cultural 
characters of mass society in economically high growth society. Especially it is the distinguishing 
result to understand the Japanese contemporary society in terms of not only intellectually but also 
emotionally and affectively through the movement of popular music.

研究分野： 宗教学

キーワード： 大衆芸術　メディア芸術　エレキ音楽　高度経済成長　戦後史　芸能界　ロック音楽
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) ポピュラー音楽を研究対象に選んだ画

期的な研究として、中村俊夫他『日本ロッ

ク大系 1957－1979』（白夜書房、1990 年）、

さ ら に は ジ ュ リ ア ン ・ コ ー プ

『JAPROCKSAMPLER』（原著 2007 年、日本語

訳は白夜書房、2008 年）、マイケル・ボー

ダッシュ『さよならニッポン、さよならア

メリカ』（原著・翻訳も 2012 年、白夜書房）

がある。しかしそれは一部の音楽愛好者の

ための叙述にとどまり、ポピュラー音楽を

戦後日本の社会・文化史の一部に組み込む

ことを目的とするものではなかった。それ

はまた音楽史的にみても、当時のポピュラ

ー音楽のもつ「音」自体の衝撃がどのよう

なものであったか、それが聴衆である一般

民衆の若者にどのように訴えかけるもので

あったか、情動的な水準から説き明かすも

のにはなってはいなかった。 

(2) 戦後の日本社会研究において、昭和四

〇年代の大衆文化の研究は極めて脆弱であ

った。それは民衆史が明治期の農村や民衆

宗教の教祖に主眼を置いたものであったた

め、戦後の大衆社会における民衆文化につ

いてはどのような切り口から論じてよいか、

明確な視点をもちえなかったためである。 

(3) グループサウンズの研究は、近年、黒

沢進や中村俊夫らによって推進され、スパ

イダース、ゴールデンカップス、ジャック

スなどの音楽的評価はかなり進んできた

(「特集グループサウンズのすべて」『レコ

ード コレクターズ』18 巻 5号、1999 年、

黒沢進『日本ロック紀 1966-1969』シンコ

ーミュージック・エンタテイメント、2007

年)。一方でザ・タイガースに関する本格的

研究はこれからが待たれるが、2011 年にな

って主要メンバーによる再結成、各メンバ

ーのインタビューや回顧録が揃う等、研究

条件がようやく整ってきた(『GS パニック』

シンコーミュージック、2011 年、瞳みのる

『ロング・グッバイのあとで』集英社、2011

年)。現在こそ、他の主要グループサウンズ

や 1970 年代冒頭に台頭するニューロッ

ク・ムーブメントのなかにその中心的存在

であったザ・タイガースを位置づけ、当時

のポピュラー音楽の見取り図を社会・文化

的な背景のもとで得ることが可能になった

と言える。 

 

２．研究の目的 

 昭和四〇年代は、ベンチャーズやビート

ルズという欧米のポピュラー音楽グループ

の影響によって、日本においてグループサ

ウンズというポピュラー音楽が隆盛を極め

た時期であった。この日本におけるロッ

ク・ミュージックの導入の先駆をなす時期

に焦点を据えることで、現代民衆史・大衆

社会論として日本の戦後社会の転換点(経

済繁栄を謳歌した昭和元禄から、社会的異

議申し立てを伴った学生運動への転換期)

にあたるこの時期を、社会・文化史的側面

から考察を深めていく。特に現代思想や宗

教学の分野で脚光を浴びる「情動 affect」

あるいは「魅了する力 attraction」として、

大衆音楽から戦後社会の社会・文化史的な

側面に音楽から迫ることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

本研究は、近年盛んな日本の 1960 年代論

を踏まえ(小熊英二『1968 年』新曜社、2009

年)、社会・文化史的な考察を行ない、そこ

にジル・ドゥルーズのいう情動の問題(ドゥ

ルーズ／ガダリ『哲学とは何か』原著 1991

年、河出書房新社、1997 年)、さらに今日

の宗教学が主題とする「魅了する力

attraction」に着目することで、情動的次

元でのポピュラー音楽が人間に及ぼす影響

を民衆史や大衆社会論など戦後日本思想史

の成果に結び付ける方法を用いる。 

 



４．研究成果 

(1)ザ・タイガースを中心とする昭和四〇年

代におけるグループサウンズの活動年譜の

作成、そのための基本をなす書誌一覧の作

成。2013 年のザ・タイガースのツアーパン

フレットおよび磯前順一・黒崎浩行『ザ・

タイガース研究論』に収録して発表した。 

(2)ザ・タイガースを軸とする昭和四〇年代

日本の大衆社会史に関する歴史叙述、およ

びそれにふさわしい一般読者に向けた文体

を確立した。その文体に基づいて従来のグ

ループサウンズ・ファンおよび新しい読者

層の感情にアピールを行い、磯前順一『ザ・

タイガース 世界はボクらを待っていた』

を刊行し、二万五千部の印刷部数を達成し

た。 

(3) ザ・タイガースを軸とする昭和四〇年

代日本のポピュラー音楽史に関する、宗教

学・風俗史・音楽史・戦後史からの理論的

研究が可能になった。すなわち、従来の民

衆史や大衆社会論が概念的・理論的な側面

からの社会分析のみにとどまりがちであっ

たのに対して、音楽史と結合した宗教学の

議論を、社会と人間の理解を感情の深部か

ら捉えなおす身体実践の次元に結びつける

ことが、ザ・タイガース五人のメンバーの

物語の叙述を通して可能となった。その物

語における叙述として『ザ・タイガース 世

界はボクらを待っていた』、理論的考察とし

て磯前順一他編『他者論的転回』および『宗

教と公共空間』がある。 
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